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課題２：海洋生態系変動メカニズムの解明 
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1）宮城県沿岸における漁場環境調査 
 （気仙沼湾、志津川湾、追波湾、長面浦、雄勝湾、   
  女川湾、鮫浦湾）  
  調査船等での水質・底質環境の定期調査 
  自動観測ブイ等によるリアルタイム海況情報の提供 
  海底地形や瓦礫分布調査 
2）宮城県沿岸における生態系保全調査 
 （志津川湾、女川湾、牡鹿半島、仙台湾） 
  岩礁生態系調査（海藻群落、磯根資源動態等） 
   漁業生物の遺伝学的調査 
   農薬等汚染物質の調査方法の開発 
3）宮城県沿岸における漁業生物・干潟生物調査 
 （女川湾、牡鹿半島周辺、蒲生、名取川河口、 
  仙台湾南部） 
  魚貝類資源動態と漁場環境調査 
   干潟生物の変遷状況とメタ個体群解析 
4）宮城県沿岸における増養殖漁場環境と水産増養
殖技術の開発 
 （雄勝湾、女川湾、万石浦）     
   有害物質の化学的モニタリング調査 
    養殖貝類成育調査 
    貝類種苗生産と魚類育成の高度化技術の開発    

5）岩手県南部における海洋環境の現状調査 
  （越喜来湾、大船渡湾） 
  水質・底質環境、岩礁付着生物、魚類相、 
  有害ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ   

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
タイトル：本日は、東北マリンサイエンスプロジェクトについてお話ししたいと思います。本プロジェクトは文部省直轄事業であり、東北大学が代表校、東京大学と海洋研究開発機構が副代表として日本全国の海洋研究者が参加する事業です。このうち東北大学では農学研究科が中核となり、理学研究科、生命科学研究科等の研究者が参加して、東北太平洋沿岸、特に宮城県を中心とした沿岸海域の生態系の被災状況、そして復興に向けた取り組みにおける漁業生態系の変化プロセスを科学的に明らかにしていくこと、さらにその成果をもとに県、市町村、漁業協同組合などと協力して漁業復興に結びつけていくことを目標にしています。



課題２ 海洋生態系変動メカニズムの解明（東大大気海洋研） 

②生態系攪乱とその後の回復過程 

③物質循環プロセスの変化 

①モニタリング・分析基盤の整備 

④環境汚染物質の流入実態 

⑤生態系の統合モデル 

学術研究船による
広域観測 

潜水調査等による
詳細な地域観測 

復興ツール構築 水産業復興プランニング 

復興プロセス評価 

⑥森林・河川等が海に及ぼす影響
（岩手大） 

沿岸生態系の再生 

河口域地形の激変 

沿岸～外洋相互変動 

自治体等地元ニーズを踏まえた研究の推進と成果の還元 

⑦沿岸生態系の物理環境動態  
（東京海洋大） 

海岸に野積みのがれき 

漁業・養殖業の復興
への道筋 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
概要



テーマ4：生物の栄養段階と有害物質蓄積評価 

断層からのメ
タン放出 

津波・乱泥流による
物質拡散 

ハビタットマッ
プによるエコ
システムマ
ネージメント 

コンソーシア
ムデータ 

女川・大槌から重
要な沖合漁場を対
象 

金華山沖 

女川 

大槌 

テーマ1：漁場における瓦礫マッピングと分解
プロセスの解明 

テーマ2：資源生物の分布・行動の把握と個体群
構造の解析 

サイドスキャンソナー瓦礫マッピ
ング 

木材の分解過程に関す
る現場実験 

UROVなどで詳細分布とサイ
ズ計測 

バイオトラッキングによる行
動解析 

テーマ5：生態系ハビタットマッピング 

テーマ6：デー

タ管理・公開機
能の整備運用  

課題３：沖合底層生態系の変動メカニズムの解明(海洋研究開発機構） 

アミノ酸窒素安定
同位体などによる
食物連鎖精密解
析と人為起源物質
（重金属・PCBなど

の有機有害物質・
石油など） 分析 

データ共有と解
析の統合化 
情報提供：漁業
者，水産試験場，
地元行政機関な
どへ 

テーマ3：海洋生物資源（漁業）
環境の長期間モニタリング 

物理・化学・生物環境をモニタリングで、
地震・津波によって乱された生態系の
再生過程を把握  



課題４：東北MS拠点データ共有・公開機能の整備・運用（海洋研究開発機構） 

  

本事業により得られたデータを確実に管理し、これらを用いて関連研究者との連携、被災地域ニーズとのマッチング、被災地域産業復興への情
報発信を推進するために、データの共有・公共知化の体制を構築し、迅速な情報提供を行う。将来的には、各研究機関で所蔵するデータを統
合した東北沿岸海洋データベースの構築を目指す。  

目的 

関係機関で連携し、東北沿岸域の海洋データベースを構築・迅速な情報を発信することにより 
被災地域産業復興に貢献 

DB DB DB 

データの利用 

データの取扱方針
に基づいた公開 

管理用データ
ベース 

情報収集・登録 
管理など 

計画・結果等
報告 

「地球環境情報統融合シ
ステム」等の他の施策、 
及びＯＢＩＳ／ＩＯＤＥ等の 
国際データ共有の枠組み
等との連携 

ユーザサービス機能向上 

国内外の施策との協力・連携 

地元地域のニーズや研究成果等の収集 
↓ 

得られた情報を整理し情報を共有化を推進。
さらに、データ公開・提供機能の整備をするこ
とにより更なるユーザサービス機能を向上。 
 

東北マリンサイエンス拠点形成事業 
（海洋生態系の調査研究） 

最 新 情 報 ！… 回 遊 状 況 データバー ス 

X x x xxx xxデータベー ス 

X x x xxx xx 

X x x xxx xxx 

・ ・ ・ ・ ・ 

目的に応じた 
公開サイトの構築 

情報確認・ 
情報共有など 

公開サイト 
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